
敬老町民のつどい運動会から

今、高齢化社舎をeかえτ
h¥ 

のではないでしょうか。� I、，月号

最近、子供・若者とお年寄りとのつながりが薄れつつあるといわれます。


子供・若者とお年寄りが出会い、共感する場をどのように演出していくかーー


このことは高齢化社会を生きぬく上で重要な課題です。


子供が成長し、お年寄りが生きがいを感じる交差点、それをだれがどのよ


うに作っていけばよいのでしょうか。� '86

もう一度みんなで考えていかなければならない
 咽，園、

町民のうごき

世帯数� 1，976 .人口 男� 3，864 女� 4，041 計� 7，905(昭和61年� 9月1日現在)


出生男� 2女� 2計� 4・死t男� 3女� 3計� 6・転入男� B女� 7計15・転出男� 3女� 1計� 4 (昭和61年� 8月中)


広報かつうら 10月号=196・昭和61年10月� 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511(代)
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つ ら 昭和� 61年� 10月� 1日� (2) ずコカミ� 

O

敬
老
式
典
、
芸
能
大
会
を
老
人
会
・

第� 196号� 

~J司 自
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を

H
第
十
七
回
敬
老
町
民
の
つ
ど
い 
H

「人
生
八
十
年
時
代
」
と
、
本
格

的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
、
え
よ
、
っ
と

し
て
い
る
今
日
、
勝
浦
町
に
お
い

て
も
満
七
十
歳
以
上
の
方
が
九
百

十
九
人
と
な
り
ま
し
た
。
長
寿
は

人
類
に
と

っ
て
最
大
の
ぬ
い
で
あ

る
が
、

一長
寿
が
真
に
実
リ
あ
る
輝

か
し
い
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

勝
浦
町
で
は
、
き
る
九
月
十
五


日
の
「
敬
老
の
日
」
に 

A

み
ん
な


で
築
こ
う
豊
か
な
老
後 

を
テ
ー


マ
に
、

長
寿
を
祝
す
る

H

「敬
老
町


民
の
つ
ど
い
」
を
勝
浦
中
学
校
体


育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。


出
席
者
五
百
三
十
人
、
横
瀬
保

育
所
園
児
の
歌
や
踊
り
に
始
ま
り
、

...・、� • 

日ペ圃Fヨ

圃冒� U・

婦
人
会
の
参
加
と
協
力
の
も
と
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
、
お
祝
を
受
け
ら
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

団
体
星
谷
老
人
会

OO
個

人

小

倉

久

雄

(横
瀬
第
二
老
人
会 
)


宮
本
常
雄


(沼
江

・
石
原
老
人
会 
)
 

八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

今

山

登

木

啓

二
(八十

一
歳
)

シ
マ
ノ
(
八
十
歳
)

中

角

大

西

久

雄

(
八
士
一
歳
)

千
代 
(八
十
歳 
)

棚
野
殿
川
忠
次
郎
(八
士
一一歳)

キ
ク
エ 
(八
十
歳 
) 

-
敬
老
作
文
の
朗
読

坂
本
小
学
校
四
嶋
茂
範
(
六
年
)

お
じ
い
さ
ん
・お
広
め
さ
ん
へ

勝
浦
中
学
校
秋
成
進

二
二
年
)

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
虫
チ
校

の
生
徒
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
歩
作
文
に
し
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
お
年
寄
り
か
ら

学
ぶ
-
』
と
」

勝
浦
中
学
校

中

田

久

美

子

私
に
は
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
で
、
夜

ね
る
時
も
、
お
ふ
ろ
へ
入
る
時
も

い
つ
も
お
ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

で
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
と
て
も
働
き

者
で
す
。
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら

山
へ
入
っ
て
、
林
業
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
、
引
っ
こ
し

て
山
も
売
っ
た
の
で
、
家
の
中
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
部

屋
の
片
づ
け
や
、
洗
た
く
、
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
。
私
が
し
な
く
て
は
い
け
な
い

私
の
部
屋
の
片
づ
け
ま
で
し
て
く

れ
ま
す
。
感
謝
し
て
も
感
謝
し
き

れ
な
い
程
で
す
。

私
の
お
ば
あ
さ
ん
も
そ
う
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
お
年
寄
り
の
人

は
戦
争
を
体
験
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
戦
争
は
日
本
を
苦
し
め
ま

し
た
。
特
に
戦
後
は
日
本
を
た
て

な
お
す
の
に
、
大
変
な
苦
労
を
し

た
と
思
い
ま
す
。
食
料
も
、
衣
料

も
な
い
時
に
日
本
を
た
て
な
お
し

た
の
で
す
。
も
し
、
お
年
寄
り
の

人
の
努
力
が
な
く
て
は
、
私
達
は

幸
せ
に
く
ら
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

昔
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

だ
っ
て
、
お
年
金
叫
り
の
人
は
大
変

私
達
の
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
共
働
き
の
家
は
、

家
の
中
の
仕
事
を
み
ん
な
お
ば
あ

会
の
中
で
の
お
年
寄
り
の
果
た
す

役
割
り
は
、
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

何
の
仕
事
で
も
、
お
年
寄
り
の

方
が
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
生
き
て
い

る
時
聞
が
長
い
程
、
色
々
な
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
又
、
体

験
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
年
寄

り
か
ら
い
ろ
ん
な
体
験
談
な
ど
を

聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
勉
強
に
な
っ

た
な
、
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
私
達
は
、
そ
う
い
う

お
年
寄
り
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を

学
び
、
吸
収
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

伝
統
的
な
文
化
か
ら
始
ま
っ
て、

生
活
の
知
恵
、
曇
来
な
ど
の
仕
事

面
で
の
工
夫
、
自
然
に
対
す
る
考

え
方
、
そ
れ
ら
を
受
け
つ
い
で
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
人

多
夫
切
に
し
、
私
達
も
温
か
い
心

で
接
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
精
い
っ
ぱ
い
長

生
き
し
て
下
さ
い
。
健
康
で
、
楽

し
い
毎
日
を
送
っ
て
下
さ
い
。

私
も
、
私
の
お
ば
あ
さ
ん
に
も

近
じ
ょ
の
お
年
寄
り
の
人
に
も
、

や
さ
し
く
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

米
寿
(
八
十
八
歳
)
到
達
者

宮
崎
岩
士
口
(
星
谷
)

中
西
保
太
郎
(
久
国
)

福
山
イ
ト
ノ 
(中

角 
)

楠

本

磯 

(山
西
掛 
)

美
馬
菊
の
(
与
川
内
)

奥
谷
春
士
口
(横

瀬 
)

秋
成
ハ
ル
エ 
(久

国 
)

清
水
シ
ナ
(
生
名
)

只

平

悦

三
(
星
谷
)

佐
野
ヒ
サ
エ 
(坂

本 
)

平
岡
ム
メ
ノ
(
棚
野
)

さ
ん
が
し
ま
す
。
特
に
子
供
の
い

る
家
で
は
、
お
守
り
や 
す
る
の
は

お
ば
あ
さ
ん
で
す
。
お
じ
い
さ
ん

v

も
、
ま
き
わ
り
、
畑
仕
事
な
ど
の

力
仕
事
が
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
年
寄
り
と
い
う

と
、
家
の
中
の
仕
事
が
多
い
よ
う

、』田，

で
す
が
、
広
く
見
て
み
る
と
、
社
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(3) 昭和61年 10月� 1日� カゐ 4コ つ ら 第196号

ri

凶
γ
か一九一円� 何一� 
m
m
u
m
r山川町� MmMUむ明日� 判

明
円
三
長
寿
を
視
雪

I

rp

斗
のめ
会
主
ろ
河
川
�
 

一雨 口
泌
が期

端
閣
機
一川

d
M
M
b
t
J込
山
川
内
山

V
2
5

敬
老
の
日
に
先
だ
っ
て
、
九
月

十
日
に
町
内
の
九
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
十
八
人
の
自
宅
を
、
町
長
・

町
議
会
議
長
が
訪
問
し
、
記
念
品

を
贈
り
ご
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

九
十
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

昭和61年度国民健康保険会計当初予算� 、

(震入〉 (歳出〉

国庫支出金 1人平I$J� 66.534円� 老人医顎買 (拠出金)� 1人平均� 207、752円

保険税 T人平均 46.108円� 老人以外医療貫� 4人平均� 99.086円� 

その旬� 3.296 
16.595干問

西

浦

喜

一

計

歳

久
保
多
賀
義
弘
歳

今
川
ヨ
シ
エ
何
歳

柿
原
コ
ノ
エ
川
四
歳

神

子

金

八

位

歳

立

棒

甚

吉

昭

歳

東
条
キ
シ
ノ
四
歳

維
平
磯
太
郎

森
山
イ
ト
ノ

中

野

億

郎

中

川

秀

吉

椎

平

カ

ノ

清

水

浅

吉

引
歳

引
歳

引
歳

引
歳

卯
歳

叩
歳

横坂坂沼今坂

瀬本本江山本

古

田

源

一

叩

歳

中

山

福

井

市

議

叩

歳

星

谷

鶴

居

タ

カ

ノ

叩

歳

横

瀬

谷

上

ツ

ヤ

ノ

叩

歳

生

名

丸

山

薫

叩

歳

生

名

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
運
営
は
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。

医
療
費
が
毎
年
増
高
し
、
昭
和

六
十
一
年
度
当
初
予
算
で
は
、
医

療
機
関
へ
支
払
す
る
額
は
、

一ヵ

月
平
均
二
千
二
百
四
十
万
円
を
予
・

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
分
か

ら
七
月
分
ま
で
の
平
均
で
は
、

二

千
五
百
八
十
万
円
で
、
月
平
均
三

百
四
十
万
円
も
予
定
よ
り
多
く
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
し

て
は
、
保
険
税
の
大
幅
な
引
き
上

げ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
し
、
ま

た
固
に
対
し
て
は
、
国
保
財
政
の

健
全
化
の
た
め
の
財
政
措
置
(
補

助
王
子
ヲ
令
守
つ
要
望
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
も
と

も
と
病
気
な
ど
で
困
っ
た
と
き
、

お
互
い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
相

互
扶
助
を
た
て
ま
え
と
し
て
生
れ

た
制
度
で
す

日
ご
ろ
、
自
分
の
健
康
に
注
意

し
て
、
年
に

一
回
は
検
診
を
受
け
、

早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
行
い
、

度
度
度

時
一
昨
一
昨

6
6
5

4
 

1カ月当りの医療費(療養の給付費)支払状，見� 
(昭削59年度~昭如� 61年度) 

3，000万円寸� 
-田ーーーー 

2，000万円+�  ----ーー ー-ー� 

~↓ 
4月� 5月� 6月� 

1カ月当りの高額療養費支払状況
500万円 十� (昭桐159年度~昭相61年度} 61年� l宜� 
400万円� + 

300万円 十� 60年度

200万同 +
ャーーー ーーー ーーー ーー一・ーーーー ーーーーーー--59年度�  

4月 5月 6月歩オ「

む
だ
を
省
き
、
で
き
る
だ
け
経
費

節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
税
を
滞
納
す
る
と
、

他
の
被
保
険
者
に
違
恐
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
税
務
保
険
課
�
 

坂中与中横棚坂�  
JlI 

本 山 内山瀬野本�  

「
行
政
相
談
週
間
」
に
あ
た
っ
て

|
|
徳
島
行
政
監
察
事
務
所
|
|

十
月
士
百
回
か
ら
十
八
日
出
通
り
行
政
相
談
所
を
聞
き
ま
す
の

ま
で
の

一
週
間
は
「
行
政
相
談
週
で
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
、

間
し
で
す
。

意
見
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気

こ
れ
は
、
総
務
庁
が
行
政
相
談
軽
に
ご
利
用
〈
だ
さ
い
。

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利

一
、
日
時

昭
和
六
十
一
年
十
月

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
合
国
�
 

=
百
幽
午
前
十
時
か

一
斉

に

行

政

相

談

所

の

開

設

や

行

ら

午

後

三
時
ま
で

政
懇
談
会
の
開
催
な
ど
い
ろ
い
ろ

二
、
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

な

行

事

を

実

焔

し

て

い

る

も

の

で

ン

タ

|

す
。

三
、
相
談
員

勝
浦
町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
徳
島
行
政
監
察
事
務
所
監
室
(
巴

週

間

行

事

の

一

環

と

し

て

、

次

の

行

政

相

談

委

員

中

村

芳

生

�
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勝浦町の国保財政が危機



第196号 カ込 つ らザコ
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H

昭和61年10月� 1日� (4) 

去
る
九
月
二
日
、
三
日
の
両
日

大
分
県
下
に
お
い
て
、
第
三
十
四

回
全
国
柑
橘
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
本
町
か
ら
桜
木
町
長
ほ
か
果

樹
研
究
会
会
員
七
名
が
出
席
し
ま

し
た
。こ

の
機
会
を
利
用
し
て
、
桜
木

町
長
の
提
唱
に
よ
り
、
杵
築
市
周

辺
に
開
拓
者
と
し
て
行
か
れ
た
み

な
さ
ん
と
九
月
二
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
問
、

別
府
市
に
お
い
て
表
敬
訪
問
を
兼

ね
て
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

レ
れ
~
。

昭
和
三
十
一
年
に
中
山
の
春
田


晃
さ
ん
は
か
四
名
の
方
が
、
町
の


二
、
三
男
坊
対
策
と
し
て
の
入
植


あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
み
か
ん
の
経


営
規
模
拡
張
の
た
め
大
分
県
に
土


地
を
求
め
て
入
植
さ
れ
て
以
来
、


本
町
か
ら
は
合
計
十
七
名
の
方


々

が
入
植
さ
れ
、
現
在
大
い
に
ご
活


躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。


そ
の
内
、
当
日
は
十
三
名
の
方


々
の
な
つ
か
し
い
ご
尊
顔
を
拝
す


こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


出
席
者
の
ご
芳
名
並
び
に
懇
談

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

H
故
郷
へ
の
思
い
を
こ
め
て

桜
木
町
長
か
ら
町
の
概
況
の
説

明
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

後
に
、
十
三
名
の
み
な
さ
ん
か
ら

自
己
紹
介
と
近
況
を
ご
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
果
樹
を
中

心
と
し
た
専
業
農
家
で
す
が
、
非

常
な
ご
苦
労
の
末
、
現
在
は
ご
家

族
も
ご
壮
健
で
、
み
な
さ
ん
安
定

し
た
経
営
と
生
活
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
ふ
る
さ
と
勝
浦
へ
の
提

言
と
し
て
、

一
、
若
者
向
き
の
農
業
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
水
を
活
用
し
て
の
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
、
(
一
年
で

換
金
て
き
る
。)
 

二
、
明
石
海
峡
大
橋
の
十
三
年
後

完
成
を
前
提
に
、
現
在
計
画
中

の
大
型
プ
ロ
ゼ
ク
ト
(
東
部
広

域
農
道
、
坂
本
バ
イ
パ
ス
、
勝

浦
・
羽
ノ
浦
線
の
改
良
等
。)
と

町
の
産
業
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
方
策
を
検
討
す
る
と
き
に

き
て
い
る
の
で
な
い
か
。

三
、
冬
も
暖
か
い
、
ハ

ウ
ス
施
設

を
利
用
し
た
観
光
農
業
の
振
興
。

四
、
大
分
県
は
、
一
村
一
品
運
動

の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
地
域
の

特
色
づ
け
が
今
様
必
要
で
な
い
か
。

五
、
ス
タ
チ
よ
り
カ
ボ
ス
の
方
が

九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
は

味
が
よ
い
。
ス
ダ
チ
の
貯
蔵
方

法
に
つ
い
て
研
究
が
の
ぞ
ま
れ

る
の
で
な
い
か
。

な
ど
貴
重
な
ご
，
意
見
を
賜
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
の
方

々
か
ら
福
祉
の
た
め
に
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
金
十
万
円
が

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
報
告
い

た
し
ま
す
と
共
に
あ
ら
た
め
て

厚
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
席
さ
れ
た
方
々
。

(
順
不
同
・
敬
称
略 
)

井

上

祐

吉

宇

佐

市

南

宇

佐

日

浦

文

雄

速
見
郡
秀
町
日
出
町
井
町
辻

山

下

良

一

樋
口
亮
一

片
山
喜
代
治

武

田

修

¥) 

別府懇談会場にて

山
口
千
代
子
連
見
郎
秀
町
日
出
町
判
の
辻

春
田
晃
杵
築
市
八
板
井
町
辻

森

理

一

杵

築

市

上

野

図

太

城

好

昭

果
樹
栽
培
先
進
地

農
家
視
察

例
年
秋
の
行
事
と
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
、
果
樹
栽
培
先
進
地
農

家
の
視
察
研
修
を
次
の
と
お
り
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
方
々

の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

コ 

一
、
目
的

十
万
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を

十
ア
ー
ル
当
り
毎
年
五 
1
六
ト

ン
収
穫
し
て
い
る
農
家
を
訪
ね

現
地
で
視
察
研
修
を
行
う
。

二
、
行
先


松
山
市
溝
辺
町


野
本
忠
良
氏
の
園


三
、
日
時


昭
和
六
十
一
年
+
角
二
十
日
間


午
前
五
時
発
1

午
後
八
時
三
十


分
頃
帰
町
予
定
(
小
雨
決
行
)


四
、
主
催

勝
浦
町
果
樹
研
究
会

五
、
参
加
対
象
農
家

町
内
の
柑
橘
栽
培
農
家
全
戸

と
す
る
。

六
、
参
加
経
費

L

出自2

(町
産
業
課
)

彦
之
豊
後
高
田
市
立
畑
七
二
八

光
男
杵

徳

一

築

市

丸

尾

一
名
当
り
三
千
円
を
前
納
と

す
る
。

七
、
持
参
品
及
び
当
日
の
服
装

昼
食
(
お
に
ぎ
り
、
水
筒
等
)

雨
具
、
筆
記
用
具
、
持
病
の
あ
る

人
は
薬
等
。
圏
内
を
歩
く
の
で

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
運
動
靴
が
良
い
。

八
、
募
集
人
員

五
十
名
の
予
定

九
、
申
・
し
込
み
先

勝
浦
町
産
業
課

果
研
事
務
局

十
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
注
意

①
地
元
果
研
役
員
き
ん
を
通
じ

た
申
し
込
み
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
会
員
以
外
の
方
は
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

雪
ヤ
月
十
一
日
午
前
九
時
ま
で

に
住
所
、
氏
名
と
参
加
経
費

三
千
円
を
前
納
す
る
こ
と
。

@
冗
着
五
十
名
で
締
め
切
り
と

し
ま
す
。

④
当
日
参
加
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
代
理
人
を
参
加
さ

せ
て
下
き
い
。

⑤
参
加
人
員
が
少
な
い
と
き
は
、

本
計
画
は
中
止
と
し
ま
す
。

⑥
不
明
な
こ
と
は
、
町
産
業
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
大分県でふるさと懇談会故郷への思いをこめて



(5) 昭和� 61年� 10月� 1日� ヌう込 ザコ つ ら 第� 196号

で
三
年
連
続

一
千
万
円
以
上
の
所 L

山
市
、
…
�
 υ
本

音
し一

a

を
一関


J
J
 4
J
M
M
U
C
 

も
あ
っ
て
盛
会
に
行
わ
れ
た
。

こ
と
に
大
多
数
の
愛
媛
県
の
農

占
ヂ
玄
別
に
し
て
の
、
指
導
者
の
言

葉
の
事
例
等
に
本
音
を
聞
く
、
」
と

が
出
来
た
事
は
参
加
の
意
義
も
大

き
か
っ
た
。

事
例
発
表
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
目
本
農
業
賞
を
受
賞
し
た
野
本

繁
樹
民
(愛
媛
県
松
山
市
)
が
「
わ

が
家
の
経
営
内
容
と
経
営
方
針

と
題
し
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営

l

敏
治
氏
が
出
席
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
概
要
と
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
、

氏
の
私
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

ー
ハ
合
敏
治
氏
の
報
告
か
ら

研
究
集
会
は
、
事
例
発
表

・
情

勢
報
告

・
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

県
下
の
果
樹
経
営
ト
ッ
プ
農
家
を

で
も
あ
ら
れ
る
、
横
瀬
地
区
の
谷

経
営
者
研
究
集
会
」
が
聞
か
れ
、

こ
れ
に
本
町
か
ら
徳
島
県
農
業
会

議
果
樹
委
員
、
勝
浦
町
果
研
顧
問

h

A

み
か
�
 ん
作
経
営
者
研
究
集
会
に
参
加
じ
て

去
る
八
月
二
十
日
、

二
十

一
日

の
両
日
松
山
市
で
、
中
核
農
家
が

一
堂
に
会
し
て
今
後
の
果
樹
農
業

の
あ
り
方
を
考
え
る
「
み
か
ん
作

得
を
あ
げ
て
い
る
経
営
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
た
。

野
本
氏
の
意
見
は

「
た
と
、
え
経

営
面
積
が
多
く
て
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
高
所
得
は
実
現
さ
れ
な
い

0

ポ
イ
ン
ト
は
高
単
収
と
高
品
質
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
器
本
に
忠

実
な
土
作
り
・
根
作
り

・
樹
作
り

で
あ
る
。」
と
力
説
し
た
。

ま
た
、
対
外
の
柑
偽
類
輸
入
自

由
化
問
題
に
つ
い
て
「
ム
訟
は
果

樹
農
家
が

一
体
と
な
っ
て
、
組
織

U

を
あ
げ
て
の
阻
止
活
動
が
必
要
、

基
本
管
理
を
忠
実
に
行
い
、
糖
度

等
、
高
品
質
の
果
物
の
生
産
で
勝

算
は
十
分
に
あ
る
�
 と
訴
、
え
た
。

最
後
に

「将
来
は
、
次
代
の
優

秀
品
種
多
」
選
抜
し
、
計
画
的
な
園

地
の
若
返
り
を
行
お
う
と
思
っ
て

い
る
。
子
供
に
も
継
が
せ
二
代
に

わ
た
り
名
実
と
も
に
日
本

一
の
伊

予
柑
、
ネ
ー
ブ
ル
作
り
を
続
け
て

い
き
た
い
己
と
発
表
を
終
っ
た
。

そ
の
ほ
か
情
勢
報
告
で
は
、
愛

媛
県
青
果
連
の
水
谷
一
恒
雄
生
産
部

長
か
ら
「
み
か
ん
情
勢
と
将
来
の

方
向
」
に
つ
い
て
六
十
一
年
彦
某

樹
予
想
数
量
、
栽
培
状
況
、
市
場

動
向
な
ど
報
告
、
ま
た
日
国
連
顧

問
の
大
石
芳
久
氏
か
ら
「
果
樹
農

業
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

夜
の
会
食
の
席
で
野
本
さ
ん
の

体
験
や
、
水
谷
部
長
の
県
の
生
産
・

版
売
戦
時
を
耳
に
し
、
最
後
に
大

石
先
生
の
お
話
や
聞
い
た
。

先
生
は
開
口

一
番
「
君
は
ど
こ

だ
。与
」
、
私
が
「
徳
島
の
谷
で
す
口
と

答
え
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
「
徳
島

は
い
い
よ
、
県
に
は
青
果
速
の
木
下

君
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
、
頑
張
り
な

さ
い
。
し
か
し
、
動
く
だ
け
で
は
、タ

メ
、
知
恵
を
使
わ
な
く
て
は
、
知
恵

な
く
し
て
利
益
は
生
ま
れ
な
い
よ
。

君
、
こ
の
本
を
読
み
な
さ
い
�
 と

紹
介
さ
れ
た
本
は
、
長
谷
川
慶
太

郎
先
生
の
書
い
た

「
日
本
は
こ
う

変
わ
る
」
で
あ
り
、
こ
の
場
で
こ

そ
か
本
音
�
 を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
の
研
究
集
会
参
加
の
意

義
は
た
い
へ
ん
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
私
の
「
つ
ぶ
や
き
」
で

H

す
が
、
従
来
か
ら
考
え
て
い
た
こ


と
と
、
今
回
の
研
究
会
で
感
じ
た


こ
と
が

一
致
し
た
の
で
発
表
し
、


み
か
ん
農
家
の
方
々
に
い
っ
し
ょ


U

に
考
、
え
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
農
協
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
方
、
個
人
売
り
の
方
、
商
人

に
販
売
さ
れ
て
い
る
方
も
、
十
万
、

古
田
等
の
「
銘
柄
口
叩
」
に
つ
い
て

は
、
版
売
の

一一
沼
化
が
で
き
な
い

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
交
歓
試
合

も
の
で
し
ょ
う
か
。
良
い
物
が
大

量
に
集
ま
り
有
力
主
市
場
へ
定
期

的
に
送
り
込
め
ば
、
今
以
上
の
値

が
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

共
に
考
え
た
い
重
要
な
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。
�
 

-V

γ
・
γ
・
γ
・
�
 
γ
-v
・v-
γ
・

・
γ
・
�
 γ・
�
 γ
・

γ
・
�
 
γ
・

勝
浦
タ
イ
ガ
�
 ス
遠
征

l

第
十
三
回
を
迎
え
た
東
京
港
区

「¥

か ちあう幸フ

γ
・
γ
・
γ
γ

・v-v

γ
・
γ
・
�
 

1
し
�
 
し
れ
~
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
�
 

±AF� B-

対
戦
し
、
お
互
い
の
好
プ
レ
ー
に

声
援
を
送
り
な
が
ら
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
ホ
�
 ム
ス
テ
ィ
し

た
各
家
庭
で
東
京
都
内
な
ど
を
案

内
し
て
も
ら
い
、
来
年
の
徳
島
で

の
再
会
を
約
束
し
て
東
京
を
後
に

l

翌
日
か
ら
港
区
選
抜
チ
�
 

% 


内
ノ
』
内
/
』
へ
〈

一
一
一

d

勺
ノ
』
ベ
ペ
�
 

ハ
�
 

円
円
ロ

ム

↑

且

一

チ

港区撰抜� A (3 - 1)勝浦タイガース A 

fI B (7一0) fI A 

A

d

U
 

fI J (0- 1) fI 

ィ;(、羽根共同募金


は
じ
め
、
県
外
各
地
か
ら
の
参
加

は
、
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
、
東
京
港
区
の
ふ
頭
公
園

少
年
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
京
し
た
の
は
、
勝
浦
タ
イ
ガ

|
ス
十
五
人
と
和
田
島
か
も
め
チ

ー
ム
十
五
名
の
選
手
の
ほ
か
、
父

兄
関
係
者
ら
合
せ
て
六
十
五
角

初
日
は
港
区
あ
げ
て
の
歓
迎
を

受
け
、

一
年
ぶ
り
の
再
会
と
カ
ブ

卜
虫

・
ク
ワ
ガ
タ
虫
三
百
匹
の
お

土
産
で
選
手
達
は
大
喜
び
で
し
た
。

勝

勝
λ一

手
カ

兄

タ

ハ

ス

浦

浦
J

f

 

A

A
ム
と

l一

先

港

潮

�

 
問

M

H

ム一J

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
本音を聞く



つ ら 昭和61年10月1日 (6) ザコカ込

1ゆ1ホルmill
1: i~l;緋11; l!


2
大
会
を
制
覇
し
た
滝
さ
ん

う
で
あ
る
。

第196号

滝
き
ん
は
、
走
る
の
は
得
意
だ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
み
な
さ
ん
も

目
標
を
も
っ
て
、

一
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
に
鉄
人
を
め
ざ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

(ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
レ
ー
ス
と
は

一
人
で
水
泳
、
自
転
車
、
マ
ラ
ソ

ン
の
三
種
目
を

一
気
に
こ
な
す
レ

ー
ス
の
、
}
と
で
す
。)

の
光
り
は
す
で
に
秋
色
に
澄
む

横

瀬

谷

翠

山

明
け
き
ら
ぬ
空
に
明
星
仰
ぎ
つ
つ

ハ
ウ
ス
へ
急
ぐ
露
ふ
か
さ
道

立
川
前
回
チ
エ
子

朝
露
を
溜
め
て
聞
き
し
員
割
菜
ひ

と
雨
ほ
し
き
空
多
仰
ぎ
ぬ

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

朝
露
に
ぬ
れ
つ
つ
馬
草
刈
り
し
事

孫
に
き
か
せ
る
遠
き
日
の
こ
と

棚

野

広

井

貞

代

保
育
所
に
送
り
届
け
て
若
き
母
職

場
に
向
、
つ
日
課
と
な
し
て

立
川

橋

本

梅

史

珊
瑚
売
る
庖
華
や
か
に
彩
り
て
旅

す
る
我
の
心
捉
へ
る

棚
野

一
楽

靖

子

在
り
し
日
の
夫
の
遺
志
継
ぐ
百
姓

を
た
つ
き
と
な
し
て
子
等
と
い
そ 

泣
日
制
手
芸
整
室

お
日
同
踊
り
整
室

部
日 

ω
着
付
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
+
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(習
字

・
七
時

開
講
、
生
花
・八
時
開
講
)
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一飼い犬は必ず 

つないでくたーさいー 
  

不用犬買い上げ日

10月8日(7N 

10月22日(水)

成犬� 300円 小犬� 100円

棚
野
に
か
鉄
人
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
レ 

ス 

2
大
会
制
覇

徳
島
駅
伝
の
勝
浦
郡
代
表
選
手

l

勝
浦
会
館
十
月
行
事

が
水
泳
は
苦
手
。
仕
事
後
毎
日
の

よ
う
に
温
水
プ 

ル
に
通
う
ほ
か

自
転
車
で
自
宅
か
ら
徳
島
市
内
の

会
社
ま
で
を
往
復
す
る
な
ど
、
猛

練
習
を
つ
ん
で
い
た
。

滝
さ
ん
の
目
標
は
、
い
つ
か
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
発
生
地
、
ハ
ワ

イ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
だ
そ

l

足
場
良
き
所
選
び
て
友
釣
り
の
技

を
習
い
ぬ
七
十
路
の
我
れ

横

瀬

錦

内

常

一


し
み
ら
な
る
露
の
草
踏
み
疾
く
仕


事
を
終
、
え
し
地
下
足
袋
を
脱
ぐ


横
瀬
比
留
間

一

コ
ス
モ
ス
の
育
ち
労
わ
る
立
て
札

を
た
め
ら
い
て
打
つ
土
手
の
か
た

わ

ら

横

瀬

広

{

事

実

枝

子

文
字
盤
の
露
し
と
ど
な
り
花
時
計

15 14 9 8 7 2 1 
日日日 日日日日

手
芸
教
室

生
花
教
室

習
字
塾
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

踊
り
教
室

着
付
教
室

手
芸
整
室
(
玉
ノ
木
公

と
し
て
活
躍
し
た
滝
豊
水
さ
ん

(棚
野 
)
が
、
七
月
二
十
日
、
島

根
県
で
聞
か
れ
た

「第
六
回
皆
生

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
、
八
月
二

十
四
日
、
岐
阜
県
で
聞
か
れ
た

「
部
ジ
ャ
パ

ン
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン

シ
リ
ー
ズ

・
中
日
国
際
大
会
」
四

十
五
歳
以
上
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
、

の
大
会
を
制
覇
し
ま
し
た
。

附(刈休H水)� 

ム 

附(刈(村

E
A
A
)

日
日
嗣

踊
り
教
室

初
日
刊

訂
日 

ω
生
花
整
室

習
字
教
室

し

む

棚

野

谷

新

太

郎

徒
然
に
古
き
句
集
を
絡
け
ば
逝
き

に
し
師
へ
の
憶
い
新
た
に

生

名

倉

橋

テ

ル

四
十
年
前
に
覚
へ
し
中
由
語
発
音

の
さ
ま
時
に
つ
ぶ
や
く

生

名

丸

山

香

月

水
と
れ
ば
野
菜
畠
に
光
る
露
ま
だ

し
ば
ら
く
は
降
る
気
配
な
し

中

角

平

間

豊

子

目
覚
め
れ
ば
露
の
光
れ
る
金
魚
草

声
か
け
な
が
ら
亡
母
に
供
へ
し

中
角
岡
本
ハ
ツ
エ

露
し
と
ど
山
路
を
ゆ
け
ば
裾
ぬ
る

る
休
め
ば
旬
、っ
く
ち
な
し
の
花

星
谷
玉
置
テ
ル
子

空
魚
篭
の
隅
に
小
さ
き
河
鹿
い
て

鮎
は
鳴
か
ぬ
と
妻
は
笑
み
を
り

一
ヵ
月
ほ
ど
の
聞
に
二
つ

野
悌
へ
今
朝
弘
北
よ
り
先
に
来
し

人
の
線
香
き
ゆ
ら
ぎ
て
を
り

掛

谷

斎

藤

重

子

集
り
て
ラ
ジ
オ
体
操
す
る
子
ら
の

明
る
き
声
の
朝
な
き
こ
ゆ
る

沼

江

小

室

好
道

キ
ャ
ン
プ
張
り
て
若
き
教
師
と
生

徒
ら
は
仔
鹿
の
さ
ま
に
樹
聞
を
駈

く

る

沼

江

大

岡

梅

子

下
校
す
る
少
年
吹
け
る
草
笛
は
草

刈
る
吾
れ
の
裡
に
め
み
入
る

横

瀬

稼

勢

広

夫

一
出
読
は
包
月
七
日
ま
で
に

一

三
句
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

一

稼
努
広
夫
(
都
景
〉
ま
で

一

町
内
在
住
の
か
乏
に
限
り
ま
す
。

桶|iil!， 

く 短歌 〉

輸
血
の
血
捧
げ
し
伴
待
ち
お
り
て

容
態
聞
き
ぬ
虫
の
夜
更
け
に

坂

本

谷

富
士

う
っ
し
ょ
の
き
だ
め
き
わ
ま
り
武

士
ら
並
び
眠
れ
る
高
野
参
道

坂

本

福

良

伴

二

露
ふ
か
き
水
辺
に
生
れ
し
ヤ
ゴ
の

羽
根
神
秘
な
光
り
ひ
そ
と
耀
、
っ

坂

本

新

居

晋 

病
院
の
庭
未
だ
静
か
な
り

償
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

新
ら
し
き
す
だ
れ
に
替
え
て
盆
近

き
な
わ
て
の
風
は
季
の
移
り
告
〈

中

山

菜

城

絹

茄
子
を
も
ぐ
吾
が
掌
に
露
の
こ
ぼ

れ
つ
つ
朝
の
光
り
に
映
え
て
清
し

き

立

川

堀

梅

子

台
風
の
過
ぎ
た
る
あ
と
に
ゆ
く
雲

一
次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
に

一

一

一
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い
。
一

掛

谷

斎

藤

勝

¥ー

、、-

一-一一一
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習
掌
ム
君
椴

時
間

場
所

墨
絵
蛍
級

時
間

場
所

短
軟
単
級

日
時 社

会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

十
月
二
日
(
木
)

十
月
十
六
日
(
木
)

午
後
七
時 
i
午
後
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

十
月
七
日
(
火
)

H

十
月
十
七
日
(
金
)

午
後
七
時
三
十
分 
1
午

後
九
時
三
十
分

~eG8_G~ 
日 時	 11月16日(日)午前 8時30分集合・

受付け� (雨天順延11月23日)

勝中テニスコート

催

所

目

主

場

種

資� 格	 町内の人な ら誌でも 可

足します。

参加費� l人300同

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

題

「
落
葉
」 十

一
月
十
五
日
(
土
)

出
詠
締
切
日

十
月
二
十
日

短
歌
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

i

十
月
十
八
日
(
土
)

午
後
一
時 

戸
籍
の
窓 

品
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
霊
長
字
市
/
江
生
家
玄
士
口
(
訂
オ
)

大
字
以
容
字
二ツ
森
谷
杉
生
介
男
(
侃
オ
)

大
手
控
判
字
削
削
井
谷
幸
山
司
(
お
オ
)

大

字

久

国

字

原

大

本

清

(

臼

オ

)

大
字
中
角
字
前
山
花
岡
秀
雄
(
侃
オ
)

大
字
沼
江
字
田
中
湯
浅
ヨ
シ
ヱ
(
訂
オ
)

人権・行政・厚生・福祉

(圏直籾l略)

8
月
刊
日 
1
9
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

-v



大字
 

一=植
木
下

字
国
糊

李
春
秋
本 

四
時
)
一
一
男

文
化
協
会

句
題

川
柳
ク
ラ
ブ
か
ら

H
川

柳

募

集 
H

テ
レ
ビ

・
紳
(
き
ず
な 
)・

走
る

各
題
二
句
と
雑
詠
一
句
を
十
月

十
五
日
(
水
)
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

送
っ
て
下
き
い
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ど
、
つ
ぞ
/

宛
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

善
意あ

り
が
と
う

こ"
ざ
い
ま
し
た 

8
月
刊
日 

9
月
刊
日

i

橋
本
忠
明
き
ん 
(横
瀬
)

湊
ヨ
シ
子
さ
ん 
(横
瀬
)

今
山
第
二
組
合
(
今
山
)

匿

名

(

横

瀬

)

堀
ス
ミ
エ
さ
ん
(
中
山
)

杉
生
ウ
タ
エ
さ
ん
(
星
谷
)

新
居
ユ
タ
カ
さ
ん
(
坂
本
)

匿

名 

2
回
(
中
山
)

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ぬ小

拓

市
中
一
二

イ
一-
一

T宮
原

町
子」
長
女
百
合
菜

l

場
所

会
費

三
百
円

去、ぃ。
(問
い
合
わ
せ

包
二 

二
七
四

九
番
稼
勢
)

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

町
内
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で

李
華
美
馬

宇
品
布
団

大
字
坂
本
津
野

宇
久
一
両

大
字
葉
椎
平

宇
久
良
国

大
字
根
本
大
谷

宇根本

泰
治

淳
子

J

)長

女

奈

智
一

悪
子
」
一
一
一
男
雅

泰
士
口
/

栄
子
」
一長
男
孝

き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

手IJ 月夫

高
由 

一三
男
昌

J

士心

一乳
児
健
康
診
査

と

き

と
こ
ろ

該
当
児 

十
月
三
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
、
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
六
月
一

と	 ※ 

日
1
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
乳
児

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

一
歳
児
健
康
診
査

き

十
月
十
七
日
(
金
)

午
前
十
時 
1
十
一
時

勝
浦
病
院
、
小
児
科

昭
和
六
十
年
九
月
一
日

と
こ
ろ

該
当
児 

享
子
」

E
咽替

近

藤

明

義 
J

一長

女

絹

諸

問

ひ

と

み

」

1
十
一
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

実 

勝浦体協硬式テニス部

※ペアのいない人はテニス部で補

連絡先 	  fi2-4576 滝口まで

予
 

10月定例l山配ごと相談� 

日時 10月3日樹

午前10時一午後� 3時

場所 住民福祉センタ-2階� 

(平日ても受付しておりますのでL
お気軽にお問い合わせください/

※ 
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夜間毅急当番表� と

き

炉
」 

ソ---λ



該
当
者

※と

き

と
ニ
ろ

該
当
者

接
種
方
法

十

料
金

指
導

必
ず
受
診
し
て
く
だ
き
い
。


と

き


と
こ
ろ

該
当
児

i

O

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

十
月
二
十
二
日
(
水
)

午
後

一時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
後
三
ヵ
月
か
ら
十
八

カ
月
ま
で
に
二
回
飲
む

こ
と
が
必
要
で
す
が
、

四
歳
未
満
の
子
で
二
回

飲
ん
で
い
な
い
時
は
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
き
い
。

百
臼
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

十
月
一
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
子

第
一
期
:
・
一
ヵ
月
ご

と
に
三
回

三
歳
児
健
康
診
査

第
二
期
:
・
第
一
期
終

了
後
十
二
ヵ
月 

定
期
健
診
に
よ
る
早
期
発
見
、
早

体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人

期
治
療
が
一
番
で
す
。

他
の
予
防
接
種
を
受
け
、
一
ヵ

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

月
以
内
の
人
。 

お
さ
そ
い
合
わ
せ
多
数
の
方
が
ご

心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な

利
用
く
だ
さ
い
。

ど
の
活
動
期
に
あ
る
人
。 

O O O

身
体
、
精
神
と
も
に
発
達
の
は

八
カ
月
後
に
一回
接
種

げ
し
い
こ
の
時
期
に
、
総
合
的
健

診
を
行
い
異
常
の
早
期
発
見
、
早

卵
、
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

期
治
療
と
習
慣
、
習
僻
な
ど
日
常

生
活
の
適
正
な
指
導
を
行
う
予
〕
と

そ る
んの

他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

た
人
。

O O

無
料

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

股
関
節
脱
臼
検
診

こ
の
検
診
は
、
股
関
節
脱
自
の

予
防
と
、
異
常
の
早
期
発
見
早
期

治
療
の
た
め
行
う
も
の
で
す
。

内
容 

問
診 

身
体

・
体
重
測

O

O

定 

内
科

・
歯
科
検
診 

O

母
子
手
帳
と
問
診
票
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

@
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
き
い
。

料
金

ヘ 
一二歳 

1
六
歳
未
満

一

二
百
円

一 
六
歳 
1
十
三
歳
未
満

一

三
百
円

十
三
歳
以
上
四
百
円

内
容

月日 場所�  l侍 間� 

10月
午前10時ω分-111時30分坂本集会所

8日制


玉ノ木 

午前10時-111時30分

五十回公会堂� 
9日附


今山公会堂 
 午後� l時30分-3時� 

23日同 星谷集会所 午後� l時30分-3時

F
O O O

巡回健康相談日程

へ 
血
圧
測
定

尿
検
査

健
康
に
関
す
る
相
談

料
金

無
料 

月日 場 所 該当者時 間

10 

午後� l時30分
 昭和57年11月 l日-58月

17 農村婦人の家 年10月31日までに生れ
日� 2時30分 た生比奈小学校区の子
七首� 

11 1It!干057年11月l日一58
午後� l時30分月 年10月31日までに生れ

21 住民福祉センター
た坂本、横瀬小学校区日� 2時30分
の子ω 

/
O

一
O O

十
月
十
五
日
(
水
)

午
後
三
時
三
士
分 

四
時

l

※料

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
六
十
年
十

一
月
一

日
1
六
十
一
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
わ
子

無
料

母
子
手
帳
を
ご
持
参
ミ
だ
さ
い
。

@

健
審
ヰ
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お

こ
る
カ
ゼ
の
王
者
で
す
。
高
熱
、

寒
け
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
会
芽

インフルエンザ予防接種目程表

月日 場 所� l時 問

第

回
目

!年;(刈 

%1本)

r百 江保育所

生名集会所(削叫)

午後� 2時� -31時� 

午後 3時� -41時� 

%1刈 勝浦町農協(守蕗禽鰍) 午後� l時30分-3時

与川内事業所 午後� l時30分-2時30分� 
~MQ 

福祉センター 午後 3時30分一� 41侍30分

%~封 坂 本小学校 午後� l時30分-2時30分

~が4 星 谷集会所 午後� l時3C分-3時

抑制 農村婦人の家 午後 2時� -31時

山高火) i?l江保 育 所 午後 2時� -3時 第2回目

金

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
の
予
防
は
、
生
活
習
慣

の
こ
こ
ろ
が
け
と
、
健
康
相
談
、

症
状
を
伴
い
、
時
に
は
肺
炎
、
気
管

支
炎
を
お
こ
す
急
性
の
カ
ゼ
で
す
。

。
カ
ゼ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
予

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

防
接
種
を
受
け
免
疫
を
つ
け
て
お

は
一
ヵ
月
後
に
も
う
一
度
接
種

日
日

平
休 

+
Z
Eし
レ
品 

が
必
要
で
す
。
次
回
の
日
程
は
、
十

一
月
の
広
報
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
J
O

お
守。

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人 

勝浦病院10月2日
〔電話番号〕4日 山西医院

6日 勝 浦病院 勝浦病院�  

8日 2-2555湯 浅医院�  

勝 浦病院 山西医院⑬日

2-302ア赤 岩医院⑫日

14日 湯浅医院勝 浦病院

16日 2-2003山西医院�  

勝 浦病院 赤岩医院18日

2-2006湯浅医院20日

勝 浦病院22日

24日 赤岩医院

勝 浦病院@日

28日 山西医院�  

勝 浦病院30日

午後6時~翌朝午前9時

午後フ時~翌朝午前9時

三歳児健康診査日程表 ※ 

¥J 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夜間救急当番表




